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特定テーマに対する技術提案
	特定テーマ１
本市では、平成20年に策定し、令和８年３月に改訂した「大阪市橋梁保全更新計画」に基づき、予防保全型の維持管理を推進している。本市管理橋梁は鋼橋の割合が多いため、予防保全を効果的に進めるには、精度の高い塗装塗替計画を策定することが重要である。
　橋梁点検における鋼塗膜調査の診断に面的かつ簡易的に劣化状況を把握するためにＡＩ技術を活用することで、定量的な診断が可能になるため、精度の高い塗装塗替計画が策定でき、橋梁事業費の縮減につなげられると考えている。
　本業務では、実証実験を通じて、橋梁点検・診断へのＡＩ技術の導入に向けた仕様の検討を行う。
　そこで、橋梁点検で撮影した画像・映像を用いたＡＩ技術を導入するうえでの課題を踏まえたうえで、実証実験で使用可能なＡＩ技術、実証実験の評価項目を提案するとともに、本格運用に向けた仕様作成までの検討プロセスについて述べること。

	



